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(１)　事業所名及び代表者名

株式会社東洋精機製作所　 代表取締役社長　　林　好一

(２)　 所　在　地

本社CSセンター　    〒114-8557　東京都北区滝野川5-15-4

第１章 組織概要（事業所名、所在地、事業の概要、事業規模等）

本社CS（東京都北区）

東京工場（東京都北区） 舟渡サポートセンター

（東京都板橋区）

名古屋支店

（名古屋市東区）

大阪支店（大阪府吹田市）
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（３）　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

連　絡　先 ： TEL  03-5915-5013   FAX  03-5915-5014（品質保証室）

TEL  03-3916-8188   FAX  03-3916-8313（管　理　部）

（４）　事 業 内 容 ：　材料評価試験装置の開発・設計・製造・販売・修理

（５）　事 業 規 模

［製品出荷実績］ ： 682台（2025年度）

［従業員数］ ： 162人

 (2005年4月取得)

（１）対象範囲

対象事業所

●本社CS センター 〒114-8557　東京都北区滝野川5-15-4

●東京工場 〒115-0051　東京都北区浮間5-4-23

●舟渡サポートセンター 〒174-0041　東京都板橋区舟渡1-2-6

●大阪支店 〒564-0044　大阪府吹田市南金田2-14-35（中央社ビル）

●名古屋支店 〒461-0003　愛知県名古屋市東区筒井3-30-12

（２）レポートの対象期間及び発行日

・対象期間 2025年4月1日～2026年3月31日

・発行日

笹部　正雄

担当者役職

環境管理責任者 水越　栄一

根岸　靖博、齋藤　侑志、池谷　友佑
事　務　局

品質保証室

認証・登録番号：　0000165

管理部

部署

品質保証室

2026年5月13日

第2章 対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日
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当社は、地球環境問題が人類共通の重要課題との認識のもとに、全社をあげて環境との共
生・調和に配慮した事業活動を自主的・積極的に推進し、環境負荷削減に向けて継続的改
善に努めます。

地域の発展に協力して、地域社会との共生を図ります。また良き企業市民として社会貢献
活動を行います。

第3章 環境経営方針（基本理念と環境活動方針）

基 本 理 念

当社は、材料試験機・測定機器の設計・開発・製造・販売・校正・修理などの事業

活動を展開する中で、環境に対する「基本理念」を達成するために、一人ひとりが

法を遵守し、モチベーションを高め、実効性のある環境マネジメント活動を全社で

実践致します。

・製品の環境負荷の低減化に一層取り組みます。

・節電に努め、電気使用量の削減に取り組みます。

・ガソリン・水・梱包材など、使用する資源の削減に取り組みます。

・廃棄物の削減及び分別・リサイクル率の向上と、グリーン購入推進により資源の

再利用に取り組みます。

・環境経営レポートを公表し、各階層との環境コミュニケーションを深める

ことに取り組みます。上記の環境方針・環境活動指針を全従業員に周知させ、

環境目標を達成するよう推進いたします。

2026年4月1日制定

代表取締役社長 林 好一

環 境 活 動 指 針
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４．１　2025年度環境経営目標と実績の対比表

４．１．１　東京工場・舟渡サポートセンター・本社CSセンター　

kWh kWh

kWh kWh

kWh kWh

L L

L L

L L

kg kg

kg kg

kg kg

㎥ ㎥

㎥ ㎥

㎥ ㎥

箱 箱

は目標未達の項目である。

34㎥増加

17.06％減

(1％削減)

775 kg

190L増加

0.48％減

ﾘｻｲｸﾙ率:4.1％減少

ﾘｻｲｸﾙ率:8.6％増加

1,993

1,085

19,676

1,579

1,025

21.19％減

493L減少

721

1,520

600ポイント達成

187.5％増

4.24％増

45箱増加

水使用量
削減

※

(1％削減)

化学物質に関しては、PRTR法の第一種及び第二種指定化学物質リストに該当する化学物質の使
用はないため、「化学物質管理表」で保管量の管理のみとしている。

容器・梱包材使用量削減は、その使用量が売り上げに大きく左右されるため、「通い箱使用の
推進」として活動することとした。

242ポイント達成

116,024 kWh
2,758kWh減少

2.32％減

基準値

118,782

(2024年度実績)

kWh
10,331kWh増加

239,544

購入電力
削減

取組項目

(2024年度実績)

229,213

2025年度目標

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
削減

本社

L

20,065

kg

L

舟渡

(2024年度実績)

(2024年度実績)

(2024年度実績)

L

(1％削減)

1,096

19,875

915

(1％削減)

ﾘｻｲｸﾙ率:83.1％

(2024年度実績)

226,921

一般廃棄物
削減

舟渡

3.26％増(2024年度実績)

(2024年度実績)
東工

舟渡

ﾘｻｲｸﾙ率:84.1％

ﾘｻｲｸﾙ率:67.6％

ﾘｻｲｸﾙ率:86.0％

ﾘｻｲｸﾙ率:80.0％

ﾘｻｲｸﾙ率:66.0％

632

ﾘｻｲｸﾙ率:76.4％

906

496

242ポイント達成

(2024年度実績) (1％削減)

(1％削減)

91,123

本社

㎥
(2024年度実績)

24容器・梱包材使用量削減
(通い箱使用の推進)

1,482

194kg減少

71L減少

24.5％減

87,36888,250

2,013

0.96％増

2,873kWh増加
kWh

639 136kg増加

1,587

(2024年度実績)

4.51％増

8kg減少1,595

㎥

117,594

147.93％増

(1％削減)

(1％削減)

㎥

(1％削減)

(1％削減)

(1％削減)

85㎥減少

(2024年度実績)

398㎥減少

(1％増加)

24

環境配慮製品を

3機種 3機種以上

491

1,099

本社
792

②個別機種評価

東工

800

総トータルで 総トータルで 総トータルで 総トータルで

358ポイント増加

東工

舟渡

本社

2025年度実績
増加・減少数
削減率（増減）

(2024年度実績)

箱

6.51％減

69

1,497

環境配慮製品の
開発・設計
①全体評価

kg

21.36％増(1％削減)

ﾘｻｲｸﾙ率:1.6％減少

東工

ﾘｻｲｸﾙ率:66.6％

ﾘｻｲｸﾙ率:77.4％

26.59％減

834

411

※

3機種増加
環境配慮製品を

6機種設計完了

環境配慮製品を

※

第4章 環境経営目標
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４．１．２　大阪・名古屋支店　

kWh kWh

kWh kWh

L L

L L

kg kg

kg kg

㎥ ㎥

は目標未達の項目である。

6.61％減

8kg増加

1.14％増

ﾘｻｲｸﾙ率:4.3％減少

㎥

515L減少

増加・減少数
削減率（増減）

2.96％増
kg

(1％削減)

ﾘｻｲｸﾙ率:68.2％

L

水使用量
削減

57

ﾘｻｲｸﾙ率:67.2％

268

名古屋

66.3

L

(1％削減)

化学物質に関しては、PRTR法の第一種及び第二種指定化学物質リストに該当する化学物質の使
用はないため、「化学物質管理表」で保管量の管理のみとしている。

大阪支店は水の使用が共有のため、「水使用量」が把握できないので節水取組課題を決め、そ
の活動を実施した。

一般廃棄物
削減

(2024年度実績)

(2024年度実績)
190

名古屋 17,899

7,136

16,772

(2024年度実績)

10,545

ﾘｻｲｸﾙ率:61.7％

※

7,272

2024年度実績

※

260 257

10,439

ﾘｻｲｸﾙ率:72.1％

名古屋
67.0

(2024年度実績)

(2024年度実績)

数値化できないため節水取組課題を決め、その活動を実施する。

10㎥減少

14.93％減

26kg減少

12.03％減

216 213
kg

※

10,878

82kWh増加

334L増加

(1％削減)

基準値

購入電力
削減

取組項目

大阪

大阪
7,208

kWh

2025年度目標 2025年度実績

kWh

16,941

(2024年度実績)

(1％削減) 3.16％増

(1％削減)

7,290

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
削減

(1％削減)

958kWh増加

5.65％増

7,787

大阪

名古屋

大阪

7,709

ﾘｻｲｸﾙ率:71.1％

(1％削減)

ﾘｻｲｸﾙ率:6.5％減少

ﾘｻｲｸﾙ率:67.8％
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４．１．３　全社合計

は目標未達の項目である。

４．１．４　全社のＣＯ２排出量

2025年度排出量（全社）： 339,347kg-CO₂

2,860

471,880

16.04％減

47,748

0.415

kg
4.18％減

kg

91,123

箱

総トータルで

242ポイント達成

116,024 60,797

0.370

排出
係数

3機種増加

L

㎥

3,541

459㎥減少
2,402

電力
(kWh)

0.524

7,356

増加・減少数
削減率（増減）

容器・梱包材使用量削減
(通い箱使用の推進)

箱

名古屋

3,025

②個別機種評価

※

125,521東工

舟渡

化学物質に関しては、PRTR法の第一種及び第二種指定化学物質リストに該当する化学物質の使
用はないため、「化学物質管理表」で保管量の管理のみとしている。

環境配慮製品を 環境配慮製品を

項目
CO₂

排出割合

41,316

kWh

154kg減少

0.179

3,695

45箱増加

L

2.49％増

239,544

kg一般廃棄物削減

※

㎥
水使用量

削減

kWhkWh460,394

基準値取組項目 2025年度実績

購入電力
削減

460,394

2025年度目標

1,520

10,878

都市ガス (kg) 名古屋

320

合計

0.524

11,486kWh増加

10,381

環境配慮製品の
開発・設計
①全体評価

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減

2,860

L

187.5％増

40,760

3機種以上

1.35％減

556L減少

総トータルで

24 箱 24

242ポイント達成

147.93％増

6機種設計完了

CO₂排出量
地域別合計

41,316

3,695

東工

7,290

94,562

使用量
CO₂排出量
(kg-CO₂)

東工

舟渡

合計 244,447 0.720

0.279

0.137

㎥

20,065

18

LPG (kg) 0.001

0.000

0.074

7,272名古屋

46,551

16,870

本社

2,377

3,527

1.000

1,025

69

42,107

18

ガソリン
(L)

600ポイント達成

環境配慮製品を

総トータルで

358ポイント増加

52,455

234,066

0.009

0.007

3203.000

全社合計

40,760

8.3

106.7

0.010

2.320

0.050

339,347

3機種

総トータルで

471,880

0.02217,899

25,237

本社

2.230

0.141

0.411

大阪

0.524

大阪
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４．２　2026年度以降環境経営目標

４．２．１　東京工場・舟渡サポートセンター・本社ＣＳセンター　

kWh

kWh

kWh

L

L

L

kg

kg

kg

㎥

㎥

㎥

箱

ﾘｻｲｸﾙ率:69.6％

887 kg

620 kg

ﾘｻｲｸﾙ率:86.1％

1,452

②個別機種評価
環境配慮製品を

3機種

環境配慮製品を 2026年度完了後
決定予定

※二酸化炭素削減の２０２５年度実績は「ＬＰＧ」を含む

24

本社
(2024年度実績)

(2024年度実績)

kg

3機種以上

環境配慮製品を

舟渡

(2024年度2％増加)

環境配慮製品の
開発・設計
①全体評価

㎥800

24

600ポイント達成

69

総トータルで

6機種設計完了

834

(2024年度実績) (2024年度2％削減)

㎥

784

箱

㎥

総トータルで

㎥

496

(2024年度2％削減)

352ポイント達成

1,497

ﾘｻｲｸﾙ率:80.0％

(2024年度実績)

242ポイント達成

ﾘｻｲｸﾙ率:85.1％

411

639

915

116,024

(2024年度実績)

86,485

1,096

(2024年度実績)

取組項目

ﾘｻｲｸﾙ率:76.4％

kg1,595

一般廃棄物
削減

本社 (2024年度3％削減)

91,123 kWh

L20,065
(2024年度実績)

88,250

基準値

229,213

L

2025年度実績

(2024年度実績)

1,587

(2024年度3％削減)(2024年度2％削減)

(2024年度3％削減)

東工

ﾘｻｲｸﾙ率:79.4％

東工

2,013

㎥

(2024年度実績)

ﾘｻｲｸﾙ率:78.4％

舟渡

容器・梱包材使用量
削減(通い箱使用の推

進)

kg

(2024年度3％削減)

1,563 kg

ﾘｻｲｸﾙ率:66.6％

㎥

(2024年度3％削減)

481

(2024年度2％削減)

775

(2024年度実績)

1,099

486 ㎥

ﾘｻｲｸﾙ率:66.0％

水使用量
削減

東工

721

ﾘｻｲｸﾙ率:86.0％

kg

(2024年度2％削減)

897

(2024年度2％削減)

626

ﾘｻｲｸﾙ率:68.6％

㎥

箱

総トータルで

(2024年度3％削減)

1,467 ㎥

(2024年度3％削減)

25

776

ﾘｻｲｸﾙ率:83.1％

281,916

(2024年度実績)

L

(2024年度3％削減)

1,547

(2024年度2％削減)

19,478

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
削減

L

1,953 LL

2026年度目標 2027年度目標

1,063

19,279

116,406 kWh

1,520

本社

舟渡

(2024年度実績)

(2024年度2％削減)

222,337

19,875

85,603 kWh

kWh

1,025

1,973

L

東工

舟渡

(2024年度2％削減)

kWh

kWh

115,219

273,459 kg-CO₂

(2024年度3％削減)

(2024年度3％削減)

276,278 kg-CO₂

L

箱

(2024年度3％削減)

(2024年度3％増加)

2026年度完了後
決定予定

L

118,782

239,544
kWh

(2024年度3％削減)

1,074

kg

kg

(2024年度2％削減)

本社

224,629

kg-CO₂286,841

kWh

kg-CO₂二酸化炭素削減

購入電力
削減

(2024年度2％削減)

(2024年度実績)
kWh

(2024年度2％削減)

－9－



大阪・名古屋支店　

kWh

kWh

L

L

kg

kg

㎥

備考

(2024年度実績)
kg

取組項目 基準値

kg-CO₂

17,899

購入電力
削減

名古屋

(2024年度3％削減)

名古屋

50,908 kg-CO₂

L

(2024年度実績)

7,064

10,334

ﾘｻｲｸﾙ率:67.2％

16,941

kWh

(2024年度実績)

7,290

(2024年度実績)

67.0

大阪

kg-CO₂

L

252 kg

kWh

2025年度実績

(2024年度2％削減)

kWh
16,602 kWh

7,787

51,433 kg-CO₂

6,9927,208

L

7,553

(2024年度2％削減)

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
削減

211

kWh

(2024年度2％削減)

(2024年度実績)

10,545

(2024年度実績)

52,506

kg

ﾘｻｲｸﾙ率:69.2％

(2024年度2％削減)

kg

(2024年度2％削減)

L

大阪

大阪

大阪

二酸化炭素削減

255

52,482

10,878

kWh

(2024年度3％削減)

10,228 L

16,433

2026年度目標 2027年度目標

(2024年度3％削減)

L

57.0

ﾘｻｲｸﾙ率:61.7％

55.3

数値化できないため節水取組課題を決め、その活動を実施する。

260

ﾘｻｲｸﾙ率:73.1％

㎥55.9 ㎥

(2024年度3％削減)

kg
268

ﾘｻｲｸﾙ率:74.1％

216

(2024年度3％削減)

190

7,272
(2024年度3％削減)

7,631

(2024年度2％削減)

水使用量
削減

209

(2024年度2％削減)

ﾘｻｲｸﾙ率:71.1％

名古屋

ﾘｻｲｸﾙ率:67.8％

ﾘｻｲｸﾙ率:70.2％

㎥

①2026年度の目標はコロナ禍の影響がなくなった「2024年度」を基準年度とし、「総量比で2％削
減」で活動することとした。2027年度の目標は、「2024年度総量比で3％削減」とした。

(2024年度3％削減)(2024年度実績)

※二酸化炭素削減の２０２５年度実績は「都市ガス」を含む

②二酸化炭素削減は、「東京工場、舟渡サポートセンター、本社ＣＳセンター」は「購入電力量、
ガソリン使用量及びＬＰＧ使用量」、「大阪支店、名古屋支店」は「購入電力量及びガソリン使用
量」より算出した。

名古屋

一般廃棄物
削減

kg
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全社合計

2026年度完了後
決定予定

3機種以上

箱

㎥

3機種

箱

kg

24

L

446,582

環境配慮製品を

3,695

箱

kg

環境配慮製品の
開発・設計
①全体評価

総トータルで 総トータルで 総トータルで

242ポイント達成 600ポイント達成 352ポイント達成

327,711

2,860

環境配慮製品を

3,515

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減

25箱
容器・梱包材使用量
削減(通い箱使用の推

進)

㎥

339,347

40,760

二酸化炭素削減

㎥

L

環境配慮製品を

kg-CO₂

L L

kWh460,394

kg-CO₂ kg-CO₂

41,316 40,076

基準値 2027年度目標

324,367334,399

40,489

3,552

2,402

kg3,609

2026年度目標

451,186 kWh

6機種設計完了

取組項目

水使用量
削減

69

購入電力
削減

24

2025年度実績

kWh

一般廃棄物削減

2,7652,793

2026年度完了後
決定予定

kWh471,880

㎥

②個別機種評価

kg

kg-CO₂
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5.1　組織体制について

※各役割については、弊社「環境経営マニュアル」による

5.2　各活動チームの2025年度の実績

（１）環境配慮製品設計・開発チームの取り組みについて

環境配慮製品
設計・開発
チーム

　当社の 環境経営方針【基本理念】 に基づき、環境管理責任者・事業所責任者・EA21EMS事務局
及び活動チームが中心となって環境負荷削減活動を進めると共に、環境経営システムの定着及び
環境に関して遵法及び継続的改善に取り組みました。

　全社の環境経営目標を達成するために、事業所責任者及び環境管理責任者のもと、実質的な活
動として目標項目毎に「活動チーム」を編成し、1/4期毎に活動内容のP.D.C.A進捗管理を行い、
年度末に活動結果と評価をまとめています。

廃棄物削減
チーム

容器・梱包材
使用量削減

チーム

ＥＡ２１ＥＭＳ 事務局

購入電力量
削減チーム

ガソリン使用
量削減チーム

獲得ポイント
・冷凍機付衝撃試験機規格対応開発
　90ポイント獲得
・ラボプラストミルRoHs指令対応
　120ポイント獲得
・ラボプラストミル定量フィーダー
　の粉体用機構の開発
　20ポイント獲得
・ﾗﾎﾞﾌﾟﾗｽﾄﾐﾙ ｺｰﾙﾄﾞｶｯﾄﾍﾟﾚﾀｲｻﾞｰのﾍﾟﾚｯﾄ長短縮機構開発
　40ポイント獲得
・ｷｬﾋﾟﾛｸﾞﾗﾌ ﾒﾙﾄﾃﾝｼｮﾝ用ｻｰﾎﾞﾓｰﾀｰとｻｰﾎﾞｱﾝﾌﾟの代替
　90ポイント獲得
・新型ストログラフAE開発
　240ポイント獲得
※合計6機種　600ポイント

代表者：代表取締役 社長
事業所責任者、環境管理責任者

水使用量削
減チーム

構想時ポイント
・冷凍機付衝撃試験機規格対応開発
　60ポイント
・ミューレン破裂試験機モデルチェンジ
　92ポイント
・ラボプラストミルRoHs指令対応
　90ポイント

年度活動計画 活動内容

①今期対象製品を選定する。

②構想設計時に環境ポイントを計画する。
（右記、「構想時ポイント」）

③計画したポイントに従って設計を行うと共に、更な
るポイント獲得（向上）にも取り組む。

④開発完了時に「最終獲得ポイント」の集計を行い、
結果についてレビューする。

⑤進捗の確認については、（右記）にて四半期毎に担
当者が「実績」及び「進捗状況/是正策」を記入し、
責任者によるレビュー（評価/指示）を行う。

第5章 環境経営活動
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 (２)　購入電力削減チームの取組について

(３)　廃棄物削減チームの取組について

6～9月（夏季）：WBGT値警戒未満・12～
3月（冬季)：19℃を目安に必要以上の暖
め過ぎ・冷やし過ぎが無いようにする。
エアコンの設定温度を夏季はWBGT値警戒
未満に合わせて設定変更して、扇風機な
どの併用により冷気を廻す。
冬季は加湿器の使用により湿度を上げ
て、体感温度を上げる。ブラインドの調
節を行い、エアコンの効率を上げる。

エントランスに設置された「はかり」で
担当者が排出重量を記録する。
週末に小集計と月末に全体の集計を行
い、排出状況を毎月掲示する。

ダンボール保管場所が一杯になったら管
理部に連絡し回収業者を呼ぶ。分類別に
質量を測定し記録する。

具体的展開

活動内容

③待機電力の削減：IT関連機器・加
工機及び製品検査不使用時（無駄な
電源ONを回避）

⑤社内パトロールの実施

年度活動計画

①空調管理：
必要以上の暖め過ぎ・冷やし過ぎが
無いようにエアコンの調節を行い、
不要な場所、不要な時期（4～6月・
10～12月等）は電源OFF

⑤産業廃棄物の処理を適切に行う。

就業後の不使用PCモニタの電源OFF。加
工作業・製品検査で長時間持ち場を離れ
る場合、加工機、製品の機能を損なわな
い範囲で電源を切る。

具体的展開

●休憩時間の消灯確認
●蛍光灯の削減（間引き）

②資源ゴミを一般廃棄ゴミに出さな
い様に分別監視し、リサイクル対象
品と廃棄物の分別の徹底を図る。

一般廃棄物の分別を確認し、資源ゴミは
資源回収用箱に入れさせるように指導を
行う。

活動内容年度活動計画

休憩時間の消灯及び使用していないエリ
アの消灯。

パトロールを実施し、使用していないエ
リアの消灯、エアコン設定温度などの確
認を実施する。

●コンプレッサー・サイクル変換機の管
理は管理者を決めて手順書を定め、機械
室扉に掲示する。
●こまめに消灯するように啓蒙

●節電チェック対策表に確認
内容記載

●終業後の終夜運転機以外の
停止確認

①各フロアでゴミ廃出量の記録を取
り、月の集計を掲示して目標達成の
意識付けを図る。

●担当者に適切なシールを貼
るように指導
●ゴミ出しの手順書ポスター
の掲示

②照明管理：休憩時間及び使用して
いないエリアの消灯

●各所消灯・終業後のコンプ
レッサー・サイクル変換機の
機械室の確実な電源OFF確認

④共同施設・設備の電源管理の徹底
を図る：トイレ･エントランス・食
堂・会議室・コンプレッサー・サイ
クル変換機・恒温恒湿室など。

●半期ごとに適切に記録され
ていることを確認する。

●夏季：クールビズ
●冬季：衣服で調整する
●ポスターの掲示

4半期ごとにマニュフェスト管理票を確
認する。「産業廃棄物顧客引取品管理
簿」で、排出内容と質量を記録する。

●分別をメール・朝礼などで
啓蒙
●ポスターの掲示

③資源ゴミ（ダンボール・コピー用
紙・新聞・カタログなど）の引き取
りを回収業者に依頼し、質量を測定
する。

④リサイクルの種類を増やし、一般
廃棄ゴミを削減する。

更にリサイクルできるものをピックアッ
プし回収のルールを作成する。

●質量を記録する。

●リーダー、メンバーが中心
となり、書類リサイクルの啓
蒙、朝礼での伝達

－13－



(４)　容器・梱包材使用量削減チームの取組について

(５)　ガソリン使用量削減チームの取組について

（６）水使用量削減チームの取組について

具体的展開

③垂れ流しの防止

②器具のチェック

年度活動計画

①梱包材の使用量の確認

●ポスターにて「梱包材のリサイクル」
を徹底させる。
●使用部署への周知徹底

具体的展開

年度活動計画

●随時、流量を確認し、調整
を行う。

活動内容

●自動車運行日報にチェック
欄を設け、空気圧チェック実
施を管理する。

水漏れがないか各器具をチェックし、改
善を図る。

必要最低限の流量に調節する。
（事例：ハンドル全開時流量蛇口全開で
約2～3ℓ/分に調節（手洗いで適切な流量
約4ℓ/分）

活動内容

荷台に不要な物を置かない（降ろす）。 ●5S活動にて実行

②空気圧をチェック

●ポスターの掲示
●使用部署への啓蒙

④ガソリン使用量削減のための啓蒙
を行う。

●啓蒙活動を行う。

●ポスターの掲示。

活動内容

具体的展開

③梱包材のリサイクルの徹底

②外部より持ち込まれる製品・部品
に関して納品に使う通い箱の奨励を
図る。

年度活動計画

●梱包材の使用量を記録す
る。
●アルミケースの使用を啓蒙
する。

●蛇口の漏れ点検など。毎月の水道使用量を記録し、問題があっ
た時は原因究明及び適宜チェックを実施
する。

ポスター、回覧、朝礼にてエコ運転を啓
蒙する。

●エコドライブ10のすすめ掲
示
●安全ドライブ5箇条掲示

梱包材の使用量の把握する。

●蛇口の点検、水漏れ箇所の
点検

車での長距離移動をできる限り行わず、
公共の交通機関を利用する。都内の公共
交通機関で済む場合は、可能な限り使用
しない。

①洗面所止水栓の調節

水道の垂れ流しの防止を徹底する。ポス
ターにて「節水｣の啓蒙を行う。

③車の荷物をできる限り軽くする。

通い箱に変更できる購入品、定期荷物を
特定して奨励する。

①車をできる限り使用しない ●朝礼にてアナウンス

給油時に、タイヤの空気圧をチェックす
る。

④毎月、水道メータを記録する。そ
の際、メータの増減から明らかに異
常であると判断した場合は調査す
る。
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（７）グリーン購入取組チームの取組について

6.1　環境負荷抽出結果報告

●物資使用量は、総製品販売量に紙購入量を加算した値である。

●容器・包装は、段ボール･エアパッキン･テープ等で、製品出荷時に使用するものである。

●水資源投入量と総排水量は同じとした。

主力製品販
売総重量

※金属くず、木くず
廃油・廃アルカリ他

廃棄物量
（産業廃棄物）

2.8

●廃棄物（一般廃棄物）最終処分量は、可燃ごみ、不燃ごみ、金属加工屑、廃プラスチックなどを
合計した値である。

(71tは主力製品生産量)

4.2 4.5

71

19.6

3.62
最終
処分量

t

t

76

全社（東京工場、舟渡サポートセンター、本社CSセンター及び大阪支店・名古屋支店）におけ
る二酸化炭素排出量、廃棄物最終処分量、総排水量、及び資源(製品の原材料など)利用量の過
去2年間の実績と今年度の結果は下記の通りです。

具体的展開

社内消耗品においてグリーン購入を推進、その記録を残す。

温室効果ガス
排出量

二酸化
炭素

グリーン購入品の推進。

3.53

水資源投入量
下水道
使用量

（東京工場及び東京工場舟渡サポー
トセンターのみ）

（東京工場及び東京工場舟渡サポー
トセンターのみ）

66

容器・梱包
材使用量

水資源投入量

kg-CO₂

（大阪支店を除く）

t
9.4

2,860

（大阪支店を除く）

上水道
使用量

廃棄物量
（一般廃棄物）

73

総生産販売量

2,860

（名古屋支店を除く） （大阪支店を除く）
㎥

5,823

5,823

2023年度 2024年度

339,347

2025年度

376,398

77

㎥
（大阪支店を除く）

2,402

t

（東京工場及び東京工場舟渡サポー
トセンターのみ）

2,402

11.5

3.54

単位

(73tは主力製品生産量)

71

(66tは主力製品生産量)

項目

（名古屋支店を除く）

排出量

295,041

年度活動計画

ｔ
資源
投入量

物質使用量

第6章 環境経営目標の実績
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７.１　各チームの年度末評価と事業所責任者の評価

環境配慮製品設計・開発チーム

2025年度は、下記製品が完了しました。

①ラボプラストミル 定量フィーダー粉体用機構

　20ポイント達成

②ラボプラストミル コールドカットペレタイザーペレット長短縮機構

　40ポイント達成

③キャピログラフメルトテンション用サーボモーターとサーボアンプの代替

　90ポイント達成

④新型ストログラフ ＡＥ３開発

　240ポイント達成

⑤冷凍機付衝撃試験機規格対応開発

　90ポイント達成

⑥ラボプラストミルRoHs指令対応

120ポイント達成

①ラボプラストミル 定量フィーダー粉体用機構

1

②ラボプラストミル コールドカットペレタイザーペレット長短縮機構

1

1

③キャピログラフメルトテンション用サーボモーターとサーボアンプの代替

3

Ａ

製品群の
重み

20 ﾎﾟｲﾝﾄ

削減項目

削減内容の説明

グリーン
調達

削減項目

90ポイント

ﾎﾟｲﾝﾄ
0

20

製品群の
重み

(主力26製品)

構想時
ポイント

(総合カタログ
掲載製品以外)

材質、表面処理、
半田

20 ﾎﾟｲﾝﾄ

点)× 30Aｸﾗｽ(

完了時
ポイント

構想時
ポイント

点)×
20

構想時
ポイント

完了時
ポイント

製品名：

削減内容の説明

材質、表面処理

20ポイント
材質、表面処理

Cｸﾗｽ( 点)× 20 ﾎﾟｲﾝﾄ

製品群の
重み

(総合カタログ
掲載製品以外)

20ポイント

Cｸﾗｽ( 点)×

完了時
ポイント

RoHS指令
対応

Ｃ

20

Cｸﾗｽ(

Ｃ

RoHS指令
対応

RoHS指令
対応

削減内容の説明

ガイドライン制定

20ポイント

削減項目

第７章 環境経営活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容
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④新型ストログラフ ＡＥ３開発

3

3

⑤冷凍機付衝撃試験機規格対応開発

2

2

⑥ラボプラストミルRoHs指令対応

3

事業所責任者の評価

RoHS指令
対応

完了時
ポイント

削減内容の説明

チームの年度末評価

環境負荷低減項目について見直しを行い、
内容の変更・計算例を載せました。今後は
見直した環境負荷低減項目を用いて各製品
の環境ポイントを評価し、その結果を環境
配慮設計の検討に活用していきます。

構想時
ポイント

完了時
ポイント

グリーン
調達

40
120ポイント 環境対応品９種類以上使

用
Aｸﾗｽ( 点)× 40 ﾎﾟｲﾝﾄ

削減項目
製品群の
重み

構想時
ポイント

30ポイント 冷媒を環境対応に
変更

Bｸﾗｽ( 点)×

ﾎﾟｲﾝﾄ

手順書に工夫を凝らしたことは今後の取り
組み活動へのポジティブな働きかけとなり
ました。環境配慮

製品

15

削減項目
製品群の
重み

構想時
ポイント

完了時
ポイント

削減内容の説明

グリーン
調達

20
ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾎﾟｲﾝﾄ

(主力26製品) 40
120ポイント

Ａ

RoHS指令
対応

Ａ
90

120ポイント 材質、購買品、
表面処理、半田

(主力26製品) Aｸﾗｽ( 点)× 40

Ｂ

RoHS指令
対応

(主力26製品以
外の総合カタロ
グ掲載製品)

60
60ポイント

材質、表面処理
Bｸﾗｽ( 点)× 30

ﾎﾟｲﾝﾄ

材質、表面処理、
半田

Aｸﾗｽ( 点)× 40

削減項目
製品群の
重み

削減内容の説明
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東京工場

年度はじめは装置の使用量等の測定ができ
精力的に進捗することができていましたが
後半にかけて定期的なチェックのみになる
ケースが増えてしまいました。
１度設置すれば量水は放置できるので時間
を惜しまず進めていきます。

購入電力
削減

事業所責任者の評価

活動への取り組み問題ありません。
来期も継続してください。

水使用量
削減

全館の洗面所が改修され、水の使用量にも
変化があると思われます。注意深く観察し
てください。

チームの年度末評価

ガソリン
使用量
削減

目標削減率を2024年度の-1%に定めたもの
の、4月の削減率がいきなり230%であった
ため、その影響により最終結果は-1%に届
きませんでした。
しかしながら、5～11月は前年より廃棄量
は下回っていて、12～2月は多かったと言
えども全体で見ればまずまずな結果だと言
えます。

今年度はハイブリッド車への更新もさるこ
とながら総走行距離が-22％となったこと
が大きく、稼働日数等を見ても公共交通機
関の利用と技サ課の積極的な出張担当が
2/4期以外で結果として表れております。
来年度は今年度の実績を参考にしつつ、エ
コモードの積極使用などを盛り込みながら
目標を達成できるよう計画して参ります。

今は出来なりが仕方がないという活動に
なっています。目標を明確にした施策を
打って、効果の測定をするということをし
ていかないと日々の計測自体が目的になっ
てしまいます。既存にない発想で取り組む
挑戦をしてください。

計測⇔考察が目的なってしまわないよう活
動に工夫が必要です。また日常業務の効率
や緊急性が犠牲にならない活動はこれかも
同様です。

廃棄物
削減

目標に対し約6%の増加であった。結果につ
いて4-6月にて約22%の増加が非常に影響し
ていると考えられます。但し、ヒーターを
使用した製品のサンプルテストや連続夜間
運転(16日間)と製品の受注に繋がる案件や
出荷に伴う内容のため致し方ないと考えら
れます。来期についてはエアコンの消し忘
れ等の無駄な電力消費を抑えていきます。
また、必要に応じて朝礼やメール等で啓蒙
を行って行きます。
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舟渡サポートセンター

今期の後半より管理の精度が上がったため、昨
年比がどこまで参考になるか。来期も引き続き
安定した管理方法に期待します。

水使用量
削減

基準年度使用量（491㎥）に対し411.4㎥と17％
の削減となります。
関連製品出荷総台数からするとむしろ本年度が
多くなっていることから大きな削減理由は「関
連出荷製品等の稼働時間」によるところでは？
と考えます。
また従業人数が増えているにも関わらずこれだ
けの削減になったのは「皆様の削減意識」も大
きな要因かと思います。

購入電力
削減

容器・梱包
材使用量削

減

今年度は2024年9月に新車両を導入してから、
初めて1年間を通して使用した年度となります
が、燃費向上によるガソリン削減によって目標
達成の要因となりました。
また、走行距離も11842㎞とのことで過去3年間
で1番少なく、社員一人一人の適正な車使用の
意識が根付いて来ていると感じています。
2026年度はEV軽バンの導入も検討しつつ、引き
続き空気圧の管理や自転車の活用により、目標
を達成出来るよう活動していきます。

2025年4Q消費電力は32,843ｋW、2024年は
36,522kW、アトラスとギヤオーブンの消費電力
は2025年9,400ｋW、2024年5,400ｋW、製品消費
電力は4,000ｋW増加した。2Q消費電力から製品
電力をそれぞれ差し引くと2025年は23,443ｋ
W、2024年は31,122ｋWとなり7,679ｋW減少し
た。
上記を考慮し再計算すると、2025年度は前年度
比24.7%減少となる。

ガソリン
使用量
削減

来期は営業へのコンテナ使用を促す更なる取り
組みの工夫に期待します。また、コンテナ使用
とダンボールの使用量削減（前年度比）との相
関も調査してみては如何でしょうか。

来期はモニターでの管理で更なる電力量管理が
出来ることに期待すると共に、３月に照明を
LEDに切り替えた効果も期待するところであ
る。

古紙回収で各部署数名ずつ集まった際に分別に
ついて説明をしました。一般廃棄物が基準年度
より大きく上回った為、来年度の廃棄物量は注
視していきます。

今後は増加減の要因も分析する取組に更なる工
夫を期待します。

引き続き、車両管理（空気圧チェック）、エコ
な運転そして適性な使用に啓蒙に努めて下さ
い。

チームの年度末評価

廃棄物
削減

事業所責任者の評価

年間を通して目標より大幅に増えました。昨年
の使用件数が24件で今期は69件、280％のアッ
プとなりました。
出荷の立場からの呼びかけも行いましたが、営
業の方からも積極的に使用することに動いてく
れたこともあり使用頻度が増えました。来期も
今期以上に使用の働きかけを行い件数を増やし
ていきます。
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本社ＣＳセンター

チームの年度末評価

車の増台などに伴い、最終的には目標は未
達となってしまった。
しかしながら、1月以降～ハイブリッド車
への更新が2台実施され、ハイブリッド車
の割合が増えてきたことで燃費向上、ガソ
リン使用量の現象が徐々に減ってきている
ことを感じた。
次年度以降もハイブリッド車への更新をす
ることで着実にガソリン使用量削減に向け
た動きがなされる一方、使用量増加となら
ぬよう、引き続き啓蒙活動とデータ取りを
推進していきたい。

この流れを維持し、引き続きエコ運転と
データ活用を着実に進めていきましょう。

水使用量
削減

2025年度は目標値に対して削減率80%とな
り、削減目標を達成することができまし
た。
データから明確な要因を分析することは難
しいのですが、ペーパーレス化が進んだこ
とによるコピー用紙等の使用量削減が一因
と思われます。

要因分析を深めつつ、ペーパーレス化の取
組を継続していきましょう。

事業所責任者の評価

年間を通じ目標未達となったが、漏水や無
駄な使用は見られず、この程度の増加は十
分に許容範囲と考える。
次年度以降も使用量の推移を注視しつつ、
節水の啓蒙を継続していく。

ガソリン
使用量
削減

快適性に配慮しつつ、冬季の空調運用改善
を継続して取組を進めてください。

廃棄物
削減

購入電力
削減

通年施策（LED・節電運用）の効果によ
り、大幅増は抑えられたが累積超過を解消
できず、目標未達となった。
冬季の影響を受け削減は限定的となった
が、省エネ施策の効果は継続して確認でき
た。
やはり空調運用の徹底など、冬季対策の強
化が引き続きの課題である。

現状の取組を維持しつつ、引き続き使用量
の把握と啓蒙を進めていきましょう。
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大阪支店

名古屋支店

廃棄物
削減

前期は漏水の影響で、使用量が増えてしまった
こともあり、結果として今期は使用量削減と
なった。引き続き、水栓の閉め忘れ防止、漏水
の早期発見に努めます。

年度末にかけて納品が増えたことで、最終的に
目標値に対して4％増となってしまったが、削
減に向けた改善活動を実施できたため、来期以
降も継続したい。

購入電力
削減

業務効率を高め、できるだけ就業時間内に業務
を完了させることで、事務所の空調使用時間の
削減につなげていきましょう。

チームの年度末評価

削減率102%と未達成となりました。８月に累計
105％と大幅に超えてしまった影響が大きく、
それ以降も減少傾向ではありましたが、その８
月の超過が尾を引く結果となりました。

3/4期までは順調で4/4期で大きく状況が一転し
た為、通常業務＋αで１月以降に自主回収対応
が始まったことが、未達成の大きな要因の一つ
と推測します。また、この点が2024度との大き
な違いかと推測します。

資材見直しや電子化などの改善活動は評価でき
る。一方で目標未達のため、要因分析とさらな
る削減策の検討が望まれる。

ガソリン
使用量
削減

更なる削減には限界も感じます。現在、ハイブ
リッド車は1台のため、リース更新の際は、ハ
イブリッド車への切り替えを必ず提案し、増車
しましょう。

年末以降、納品立会の機会が増えたにもかかわ
らず、最終結果として前年度より使用量を減ら
すことができたのは評価できる。
「業務効率を上げる」ことを実践した結果と考
える。特に商談や作業の1日あたりの件数を増
やす取り組みや、Web商談の活用がガソリン使
用量を減らすことに繋がっている。

業務機会増加の中でも使用量削減を達成してお
り評価できる。効率化やWeb商談の活用を継続
し、さらなる推進が期待される。

事業所責任者の評価

引き続き啓蒙する。

2月は引取作業が増えたことで、空調と照明の
使用機会が増えたが、4/4期の3ヶ月間の使用電
力量を平均して、前年度と比較すると横ばいと
なった。
電力削減活動として、こまめな照明管理や会議
室利用機会の削減を継続できたので、来期以降
も実施していく。

ガソリン
使用量
削減

廃棄物
削減

2024年度実績より-1%の目標に対して、削減率
89%と目標達成となる。支店の廃棄物の大半を
占める出荷製品の梱包資材を削減するべく、お
客様に廃棄いただくよう取り組んでいただいて
いた成果が結果に出たと感じました。

製品の包装材は、お客様が持ち帰りを希望され
るケースが多いと考えられます。今後はプラ
ケースの活用を進めるため、打ち合わせの段階
で希望を確認し、搬送課へ事前に連絡すること
をご検討ください。

水使用量
削減

引き続き節水に心がける。

最低限の使用量である。
異変を察知する意識づけを継続してください。

チームの年度末評価

購入電力
削減

事業所責任者の評価

水使用量
削減

引取作業増加の影響下でも前年度同水準を維持
しており評価できる。今後はさらなる削減に向
けた施策検討が望まれる。

－21－



７.２　2025年度以降の環境経営目標の設定と展開について

（1）2026年度以降の「環境経営目標」の設定

（2）環境配慮製品開発の目標設定

７.３　その他の環境活動

(１) 教育・訓練の実施

● 教育訓練計画表及び実施記録（2025年4月～2026年3月）

（２） 地域貢献

本年度は新入社員にＥＡ２１についての講習を行った。
また緊急対応として「化学物質流出時の対応」及び「避難訓練」を実施した。

－

活動記録

10

－

－

－

特になし

環境配慮製品設計・開発は目標352ポイントと設定し、当社の環境へのアピールポイントと
して継続して取組むこととする。

－

チーム活動の進捗管理(1/4期)

中間審査

緊急事態対応訓練
内部監査（EA21事務局)
マネジメントレビュー

報告書

－

チーム活動の進捗管理(2/4期)

－

－

チーム活動の進捗管理(3/4期)

対象者
事務局
サンビ会

各チーム

月

チーム活動の前年度総括
チーム活動の今年度計画

各チーム

4

活動記録

活動記録

－

全社員

講師内容

2026年度の目標設定については、2024年度の実績値をベースとして、-2％の削減目標にて活
動する。
※但し、大阪支店の水使用量削減活動は水道施設が兼用のため「課題を決めての活動」のみ
とする。

－

特になし

6

5

活動記録

特になし

2

－

各チーム

各チーム

－

特になし11

対象

7

－

－

－

事務局
－
－

3

1

活動記録
報告書
議事録

－

－－

実施記録

特になし

9 特になし －

8

－

 取り組みとして舟渡サポートセンターにて「使用済み切手の収集」及び本社CSにて「ペッ
トボトルのキャップの収集」を活動、ペットボトルキャップは「三井住友銀行様」を通じ、
認定ＮＰＯ法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会様」へお渡ししました。
また名古屋支店では5S活動の一環として週1回、会社周りの掃除を実施しました。

－12

－

－
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８.１「環境法規制要求事項一覧及び遵守評価表」による自己チェック結果

８.２　関連機関等からの外部チェック結果

９.１　環境活動報告及び見直しに関して

① 内部環境監査･外部審査の結果及びフォローアップ状況

当社はトップダウンにより、遵法精神に基づく環境経営活動及び企業活動を全従業員に強
く意識付けています。

1）内部環境監査は，全社を対象とし舟渡サポートセンターで2025年5月20日及び21日に実
施。「不適合事項」について「是正処置書」を発行し品質保証室にて適切に管理対応してい
る。

2）更新審査を2025年8月21日及び22日に実施。また、指示事項・推奨事項は適切に管理対応
している。

5月14日の「サンビ会」(トップマネジメントの参加会議)において、2025年6月実施の内部環
境監査の活動結果をふまえた報告を実施しました。その評価内容は以下の通りです。
2025年度　EMSマネジメントレビューより抜粋。

  フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律）により、業
務用冷凍空調機器（当社ではエアコンのみ）については3ヶ月に1回チェックを行っていま
す。
  また、圧縮機電動機定格出力7.5kW以上50kW未満のエアコンについては業者による点検を3
年に1度実施しています。

当社が該当する、省資源と廃棄物、省エネと気候変動、自然保護等の各法規制等に抵触する
旨の指摘及び訴訟は、関係機関等からはありませんでした。

　当社が該当する、「環境基本法」から「労働安全衛生法」までの19法令の要求事項に関し
て、EMS事務局によりチェックを実施した結果、抵触する事項は0件であり、早急な改善を要
する事項も0件でありました。また、緊急事態の発生も今年度は0件でした。

  東京都知事宛に廃棄物処理法第12条の3第7項の規定に基づき、2026年4月1日に「産業廃棄
物管理票交付等状況報告書」を提出しました。

第８章 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

第９章 代表者による全体評価と見直しの結果
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② 社外コミュニケーションの取り組み状況(苦情を含む)

③ 組織の環境パフォーマンス（教育訓練・社内啓蒙または目立った取り組み）

④ 環境経営方針・環境経営目標及び取り組み状況の把握と評価

⑤ 是正処置及び予防処置の状況（緊急事態への準備含む）

⑥ 前回までのマネジメントレビューの結果に対するフォローアップ（アウトプット事項）

⑦ 環境側面に則した法律等の遵守状況

1）使用済み切手の収集を舟渡サポートセンター、ペットボトルキャップの収集を本社CSに
て実施。また名古屋支店では5S時に週一回、外回りの清掃を実施

2）外部からの苦情はなく特段問題はない。

1）社内啓蒙では、新入社員にEA21についての講習を開催。

事業所責任者、サンビ会による取り組み及びその評価に関しては、特段問題はない。

3）緊急事態の対応は、漏水事故、廃油流出に加え化学物質流出の3訓練を交互に緊急対応訓
練を実施することに決定し、本年度は化学物質流出事故緊急対応訓練を舟渡サポートセン
ターで実施。

1）是正処置： ①の内容の通り、内部監査・外部審査の対応は管理されている。

2）産業廃棄物管理票交付等状況報告書（東京都）、ごみ減量・再利用計画書（北区）及び
事業用大規模建築物における再利用計画（板橋区）等は提出済。

1）「環境法規制等要求事項一覧及び遵守評価表」にてチェックを実施。
新たな法規制などについても適宜、情報を入手し対応している。
特段問題なし。

予想される新たな環境負荷や現状から大きな環境負荷に繋がるような事
象はない。

2）予防処置：

起算ベースデータの設定が前述のとおりゆえ、そもそも、削減ベース値を中期計画の途中で
はあるが、刷新する必要があるのではないかと感じます。
無理な計画を立てて活動するより、より活動員が意義を感じられる活動にしてほしい。よっ
て、期の途中であっても目標値との間に大きな乖離が生じた場合は、目標値を実情に合った
ものに変更すべきとも感じます。
⇒大きく乖離することはなく、当初の目標値にて変更の必要はなかった。
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９.２ 　全体評価に対してトップマネジメントによる評価と課題

①購入電力削減
購入電力削減の取組みでは、唯一、舟渡サポートセンターが達成することができた。その
チームの取組みで、デモ機で試行した消費電力量の「見える化」があった。空調設備の消費
電力量が可視化されることにより、リアルタイムで精度の高い監視が可能となる。この機材
が有効であることが立証でき、社員の健康管理のツールとしても効果に期待が持てれば、全
事業所への導入を検討したい。
未達の件、当社が受注好調を維持している間は装置の出荷検査が途絶えることがない。顧客
満足度重視の観点から、品質の低下はあってはならないことであり、生産性向上の観点から
検査時間の効率化を図る必要はあるが、ヒータを使用する装置の温度検査時間の短縮は論外
である。また、受注に繋がるサンプルテストでは、十分に時間を取らなければ試験結果に
誤った評価を受ける危険があり、これらについて現段階では、効率を考えることは現実的で
はない。
　
②ガソリン使用量
昨年と同様、ガソリン使用量は、本社CSセンターと大阪支店を除き達成。
本社CSセンターは技術サービス課の人員増加に伴い、社用車が増えたことが数値に表れた。
社用車がハイブリッド車に切り替わっていく中でも、顧客対応で乗車回数が増えれば、必然
的にガソリンの使用量は増える。名古屋支店の取組みで、１日の商談数を増やす、Web商談
のフル活用、積極的な公共交通機関の利用が良い結果に繋がったので、模範となる活動で
あった。

③廃棄物削減
廃棄物については、本社CSセンターと大阪支店が達成した。本社CSセンターでは積極的に
ペーパーレス化を取り入れたことが結果に繋がった。今後はDX推進チームと連携を取り、各
事業所において、ペーパーレス化を推進していくことが望まれる。
製品出荷台数が増えることにより、回収する梱包材の量が増えることは致し方ない部分もあ
るが、それらを再利用するなど、環境に配慮した企業として、活動を継続すること。
　
④水使用量削減
人員が増加した本社CSセンターを除き、目標を達成することができた。日頃より、削減チー
ムの節水を意識した取組み、また、装置に流す水量を管理することが結果に繋がった。今後
もこれらの活動を継続すること。

⑤容器・梱包材削減
容器・梱包材削減チームにおいては、搬送係からの啓蒙活動に加えて、営業部の協力体制が
取れたことにより、大きな成果を得ることができた。折り畳みコンテナを有効活用すること
により、引き続きエコ活動に取り組むこと。

⑥環境配慮製品の製品化
期首で掲げた3機種に加えて、4機種の対応を行ったことで目標を達成した。
今期対象製品以外にも開発、特別注文品でポイントを獲得する取り組みは評価できるため、
継続すること。
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・全体評価及び指示事項

以上：作成者　事務局　根岸 靖博

受注が好調を維持する中、装置の検査に使用する電力と水、また、出荷時に必須である梱包
材料を削減することは極めて困難な状況である。しかしながら、削減チームの意思と活動に
よって、目標を大きく逸脱することなくエコ活動が継続して行われている。これらは、社員
の意識が高まり当社に文化として根付いた証拠であり、大変評価できる活動だといえる。購
入電力削減チームの報告にあった「電力の見える化」は、新たなエコ活動の取り組みとして
大いに期待がもてる内容であり、導入を希望する削減チームの意識の高さは敬意に値する。
これまでの活動で得られた知見を共有し、有益な知識と情報を分かち合い、今後の問題解決
に役立てることができれば、組織全体の判断力や生産性を高めていくことができるはずであ
る。
また、2026年度は目標を、コロナの影響のなくなった2024年度をベースに全削減チームにて
「－2%」と一律に決定したが、売り上げが上がればやむなく各使用量が上がるのは想像に容
易い。あまりも目標値との間に乖離が生じた場合は、目標値を実情に合ったものに変更を検
討すること。
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